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グローバル株式市場は2020年後半以

来の好調な四半期となりました。特

に新興国市場の堅調さが⽬⽴ち、

2009年以降で最⾼の四半期成績を記

録しました。

テクノロジーやAI関連のテーマが引

き続き相場をけん引しましたが、6月

には勢いが鈍りました。AI関連の物

色対象が変化し、他のセクターや地

域に買いの裾野が広がったことが背

景にあります。

今後は投資家の目が一段と厳しさを

増すとともに、投資先を分散*する動

きが強まるとみており、引き続き投

資先の選別とファンダメンタルズの

⾒極めが重要です。

地政学的リスクや⾦融政策の⾒通しの変化、人工知能（AI）ト

レードを巡る不安定な市場⼼理をものともせず、グローバル株

式市場は第2四半期も上昇を続けました。取引の集中を敬遠した

物色対象の広がりは、今後も続く重要な市場のテーマです。米

国市場では、いわゆる「マグニフィセント‧セブン」から資⾦

を引き揚げ、資本財やディフェンシブ銘柄に投資する動きが広

がることで、セクターや地域の間でパフォーマンスの差が拡大

しています。小型株（ラッセル2000指数）は、底堅い景気や雇

用、個⼈消費が国内企業の利益を⽀えるなかで堅調なパフォー

マンスを発揮しました。同様のパターンは他の地域でも⾒られ

ます。欧州株式は、投資家が集中リスクの軽減を模索し、投資

主導型の経済成⻑やドイツの財政拡⼤から恩恵を受けそうな

テーマに対してエクスポージャーを拡大するなか、四半期末に

かけて堅調なパフォーマンスを示しました。こうした動きはア

ジアのIT関連以外の新興国株式など、他の出遅れ銘柄の追い風

にもなるとみられ、AIのバリューチェーン全体に投資機会が生

じる可能性があります。特に中南米市場は、AI関連の原材料へ

の需要を背景に有利な⽴場にあります。

株式市場の記録に残る四半期

“これまで資⾦が集中していた分野では利益確定の動きが広がり、新規上場銘柄を受け入れる余地が生

まれつつあります。こうした局面では分散投資*が何よりも重要です。”

（2026年6月29⽇〜7月3日）
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出所：ブルームバーグのデータを基にアムンディ‧インベストメン
ト‧インスティテュートが作成（2026年6月30日現在）。2026年3月
を100として指数化。

セクター‧地域の間でパフォーマンスの差が拡⼤
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ラッセル2000指数

MSCIワールド（除く米国）

*分散投資は利益を保証するものでも、損失を防⽌するも
のでもありません。
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6月の米雇用者数の増加ペースが鈍化

6月の米国非農業部門雇用者数は5万7,000人増加し、過去

2ヵ月分は合計で7万4,000人下方修正されました。6月の雇

用統計は強弱まちまちの内容ながら、全体的には労働市場

が安定していることを示しています。雇用の伸びが予想を

小幅に下回り、過去数ヵ月分の数値も下方修正されました

が、雇用増加の基調は保たれており、失業率を安定的に維

持するのに必要とされる水準を概ね上回っています。失業

率が4.3%から4.2%に低下した一因としては、労働参加率の

低下が挙げられます。6月の雇用統計を受けて、米連邦準備

制度理事会（FRB）は⾦利の据え置きを続けるものと思わ

れます。

6⽉のユーロ圏インフレ率は減速

6⽉のユーロ圏のインフレ率はコンセンサス予想を上回る減

速を示しました。中東情勢を巡る緊張が不安定ながらも緩

和し、原油価格を押し下げたことが背景にあります。6月の

消費者物価は前年同⽉⽐2.8%上昇と、前月の3.2%上昇を下

回りました。食品やエネルギーなど価格変動が大きい品目

を除いたコアインフレ率も2.6%から2.4%に予想以上に低下

し、サービス物価の上昇率も3.5%から3.2%に低下しました。

今回の報告は、欧州中央銀⾏（ECB）が年内に利上げをあ

と1回実施するものの、本格的な利上げサイクルには⼊らな

いとの⾒⽅を裏付けるものです。

株式市場は、バリュエーションや設備投資への懸念によるIT関連の売りで下落

した後、週後半に持ち直しました。週次ベースでは欧州が上昇を主導し、新興

国は小幅な伸びにとどまりました。国債利回りは、⾦融当局者のタカ派的な発

言や低調な雇用関連指標を背景に、狭い範囲で推移しました。FRBの利上げ観

測が後退したことで、⽶ドルは下落し、⾦（ゴールド）は上昇しました。原油

は、ホルムズ海峡を通る船舶の交通量が引き続き増加したことで下落しました。

株式‧債券市場

国債利回り

2年物、10年物国債

利回りと前週⽐の

変化

債
券

資産クラスの

年初来、週初来の

パフォーマンス

出所：ブルームバーグ（2026年7月3日現在）。
直近1週間の変化を示したもの。補足情報については最終ページをご覧ください。

年初来

出所：ブルームバーグ（2026年7月3⽇現在）。⽶国の銀⾏休業⽇に伴い、原油価格は7月2日時点で算出。
補足情報については最終ページをご覧ください。

日銀短観は予想を上回る好内容

日銀が発表した全国企業短期経済観測調査（短観）は、中

東紛争が続くなかでも第2四半期の企業の景況感の改善が示

されるなど、予想を上回る好内容となりました（回答基準

日はイランと米国の合意が発表される前の6月11日）。製

造業の業況判断が予想を上回るとともに設備投資計画が大

幅に上方修正され、インフレ期待も引き続き上昇しました。

⾦融環境は引き続き緩和的であり、日銀によるこれまでの

利上げが限定的な引き締め効果しか及ぼしていないことが

示唆されます。今回の短観の結果を総合的に判断すると、

日銀は今後、正常化を一層推し進めるとみられ、次回の利

上げは10⽉が有⼒だと考えられます。
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出所：ブルームバーグ（2026年7月3⽇現在）。⽶国の銀⾏休業⽇に伴い、⽶国株と新興国株の週次データは7月2日
時点で算出。各指標の補足情報については最終ページをご覧ください。
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出所：ブルームバーグ。各市場の指標として次の指数を使

用しています。世界株=MSCIオール‧カントリー‧ワール

ド‧インデックス（米ドルベース）、米国株=S&P 500（米

ドルベース）、欧州株=欧州ストックス600（ユーロベー

ス）、日本株=TOPIX（円ベース）、新興国株=MSCI新興国

（米ドルベース）、グローバル総合=ブルームバーグ‧グ

ローバル総合（米ドルベース）、欧州総合=ブルームバー

グ欧州総合（ユーロベース）、新興国債券=JPモルガン

EMBI グローバル‧ダイバーシファイド（米ドルベース）

すべての指数はスポット価格で計算されており、⼿数料お

よび税⾦控除前の数値となっています。

国債利回り（テーブル）、コモディティ、為替、短期⾦利

*分散投資は利益を保証するものでも、損失を防止するも

のでもありません。
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